
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

７月になって気温が３０度を超える日が増え、体調を崩して 

保健室に来室する人が増えました。 

その中には、暑いと思っているのにジャージを着ていたり、 

水分補給していなかったりと、暑さへの対応ができていれば 

防げていそうな人がいます。 

周りに合わせずに自分が暑いと感じたら服装等で調節をする、 

喉が渇いたと感じる前に定期的に水分補給をするなど、暑さへ 

の対応を各自しっかり行いましょう。 

また、この夏は新型コロナウイルス感染症をはじめとした感染症も懸念されています。夏

休みになっても今まで通り体調管理を続けて、体調を崩したら無理をしない、早めに受診す

るなどを心がけましょう。 

夏休み中も生活リズムを崩さずに健康的に過ごしてくださいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★７・８月の保健目標★ 暑さに負けない体をつくろう 

令和５年７月１８日  川口市立東中学校 保健室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

７月１３日に第１回学校保健委員会が開催されました。 

昨年度から新郷地区の地域学校保健委員会で「どんな時も自分の身を守れる新郷っ子」をテ

ーマに学校安全に取り組んでいます。それに関連して今回の学校保健委員会では保健委員が心

肺蘇生法を学びました。 

川口市消防局の方々に講師に来ていただいて 90 分の入門 

コースで傷病者を発見するところから心肺蘇生法や AED を 

使った救急救命を学びました。 

いつ何時助けを求められるような場面に遭遇するかわかり 

ません。そういうときに今回学んだことを生かしてほしいと 

思います。 

もし「自分も心肺蘇生法などについて勉強したい！」と思う人がいたら、消防署や赤十字な

どのサイトに一般向けの講習会のお知らせがあるので、探してみてください。 

 

 

 

７月７日と１２日に歯の勉強会を開催しました。対象者は、 

歯科健診の結果むし歯が多かった未治療の人や、軽い歯肉炎、 

むし歯になりかけの要観察歯がある等の理由で選ばれた人達です。 

学校歯科医の先生に来てもらい、むし歯になる経緯や食生活で 

気をつけること、歯肉炎について等を教えてもらいました。 

そしてカラーテスターで歯垢の染め出しをして、正しい歯みが 

きの仕方を学びました。 

８０２０運動(８０歳になっても２０本の自分の歯で生活する)といわれる 

ように、世間では歯についての意識がどんどん高まっています。 

今のうちから自分の歯を大切にして、年をとっても健康な歯 

や口腔で過ごしてもらいたいと思います。 

今回学んだ知識を生かしたり自分に合う歯みがきを実践して、 

これからも歯を大切にしてくださいね。 

 

 

 

「健康な歯で中学生活」は、毎年中学１年生全員に配布されて 

いる歯の冊子です。 

東中では配布の際に保健委員による読み合わせをしています。 

先日、歯の勉強会で学んだ報告と一緒に冊子の説明をしました。 

むし歯のことだけでなく、歯肉炎の話やチェック表などこれから 

も利用できる内容なので、大事にして活用してくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 
 

学校保健委員会がありました ～心肺蘇生法を学ぼう！～ 

歯の勉強会がありました 

「健康な歯で中学生活」が１年生に配られました 



 


